
出力日時　2024年04月17日 午後3時54分銘柄　足立よみうり 出力日時　2024年04月17日 午後3時54分銘柄　足立よみうり

第７０５号 令和６年４月19日（金曜日） （６）

第７０５号 令和６年４月19日（金曜日） （８）

第７０５号令和６年４月19日（金曜日）（７）

第７０５号 令和６年４月19日（金曜日） （４）

第７０５号令和６年４月19日（金曜日）（５）

令和６年４月19日（金曜日）（３）

第７０５号 （２）

発　行　所
株式
会社足立読売

〒121-0831 東京都足立区舎人2-2-26
電話  ０３(５６４７)４３４３(代)
FAX  ０３(５６４７)４３８８
HP  http://www.ayomi.co.jp/ 88,000

4 19月
２０２４年（令和６年）

日（金）

705

第７０５号 令和６年４月19日（金曜日） （６）

第７０５号 令和６年４月19日（金曜日） （８）

第７０５号令和６年４月19日（金曜日）（７）

第７０５号 令和６年４月19日（金曜日） （４）

第７０５号令和６年４月19日（金曜日）（５）

令和６年４月19日（金曜日）（３）

第７０５号 （２）

発　行　所
株式
会社足立読売

〒121-0831 東京都足立区舎人2-2-26
電話  ０３(５６４７)４３４３(代)
FAX  ０３(５６４７)４３８８
HP  http://www.ayomi.co.jp/ 88,000

4 19月
２０２４年（令和６年）

日（金）

705

稲
作
ト
ー
ク
と

田
植
え
唄
実
演

2,400
3,000
3,000
3,800

3,800
3,800
5,000
5,000

→
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

https://www.ayomi.co.jp/tuhan/
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ネット通販お
申
し
込
み 電話申込み03-5647-4343

▶当ネット通販は、５月２日～６日まで休業します。

GWのレジャーのおともに！

※５月8日（水）までにお届けの場合は、4月30日（火）までにお申し込み・お振り込みください。

来場者と歌を歌う出演者たち

熱演する柏枝師匠

「田植え唄」を実演する出演者
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防
災
課
長
＝
小
木
曽
正
人

（
同
部
鉄
道
立
体
推
進
室
長
付

鉄
道
関
連
事
業
課
長
〈
統
括
課

長
〉）▽
建
築
室
長
付
副
参
事
・

密
集
不
燃
化
担
当
＝
石
井
高
雄

（
施
設
営
繕
部
参
事
、再
）▽
建

築
室
長
付
副
参
事
・区
営
住
宅

更
新
担
当
＝
大
塚
進
（
施
設
営

繕
部
西
部
地
区
建
設
課
長
、再
）

▼
会
計
管
理
室
▽
次
長
＝
小
山

幸
俊（
会
計
管
理
室
長
、事
務
取

扱
）▼
教
育
指
導
部
▽
教
育
政

策
課
長〈
統
括
課
長
〉＝
田
巻
正

義
（
同
部
参
事
、
事
務
取
扱
）

▽
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
課
長
＝
加

藤
鉄
也
（
環
境
部
環
境
政
策
課

長〈
統
括
課
長
〉）
▽
学
力
定
着

推
進
課
長
＝
秋
元
康
裕
（
同
部

副
参
事
・
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
担

当
）
▽
教
育
指
導
課
長
＝
冨
本

保
明
（
豊
島
区
立
池
袋
小
学
校

長
）
▽
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

げ
ん
き
所
長
付
支
援
管
理
課
長

＝
神
保
義
博（
同
所
長
、事
務
取

扱
）
▽
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

げ
ん
き
所
長
付
教
育
相
談
課
長

＝
☆
鈴
木
淳
子
（
子
ど
も
家
庭

部
青
少
年
課
青
少
年
事
業
係
長

／
課
長
補
佐
）
▼
学
校
運
営
部

▽
学
校
施
設
管
理
課
長
＝
☆
武

内
新
之
介
（
危
機
管
理
部
危
機

管
理
課
危
機
管
理
係
長
／
課
長

補
佐
）
▽
青
少
年
課
長
＝
物
江

耕
一
朗
（
子
ど
も
家
庭
部
青
少

年
課
長
）
▼
子
ど
も
家
庭
部
▽

子
ど
も
施
設
指
導
・
支
援
課
長

＝
☆
齊
藤
ひ
ろ
み
（
総
務
部
人

事
課
人
材
育
成
係
長
／
課
長
補

佐
）▽
保
育・入
園
課
長
＝
柳
瀬

晴
夫
（
同
部
子
ど
も
施
設
運
営

課
長
）
▽
私
立
保
育
園
課
長
＝

☆
樋
口
清
二
（
区
民
部
課
税
課

シ
ス
テ
ム
標
準
化
担
当
係
長
／

課
長
補
佐
）▽
幼
稚
園・地
域
保

育
課
長
＝
☆
小
田
川
佳
剛
（
都

市
建
設
部
都
市
建
設
課
管
理
係

長
／
課
長
補
佐
）
▽
学
童
保
育

課
長
＝
蜂
谷
勝
己
（
同
部
私
立

保
育
園
課
長
）
▽
こ
ど
も
家
庭

相
談
室
長
付
こ
ど
も
家
庭
相
談

課
長
＝
高
橋
徹
（
こ
ど
も
支
援

セ
ン
タ
ー
げ
ん
き
所
長
付
こ
ど

も
家
庭
支
援
課
長
）
▼
監
査
事

務
局
▽
次
長
＝
金
子
敬
一
（
監

査
事
務
局
長
、事
務
取
扱
）▼
区

議
会
事
務
局
次
長〈
統
括
課
長
〉

＝
☆
眞
鍋
亜
砂
美
（
総
務
部
人

事
課
担
当
係
長
／
課
長
補
佐
）

【
退
職
者
　
部
長
・
課
長
級
】

▽
高
橋
皇
介
（
政
策
経
営
部
副

参
事・Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
推
進
担
当
）

▽
祖
傳
和
美
（
政
策
経
営
部
あ

だ
ち
未
来
支
援
室
長
付
子
ど
も

の
貧
困
対
策
・
若
年
者
支
援
課

長
）▽
山
崎
恵
子（
政
策
経
営
部

区
民
の
声
相
談
課
長
）
▽
山
崎

宏（
総
務
部
人
事
課
長〈
統
括
課

長
〉
）
▽
菊
池
正
美
（
総
務
部

参
事・ガ
バ
ナ
ン
ス
担
当
付
副

参
事
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推

進
担
当
）▽
大
高
秀
明（
総
務
部

参
事
・
生
涯
学
習
振
興
公
社
派

遣
）▽
坂
田
光
穂（
総
務
部
副
参

事・観
光
交
流
協
会
派
遣
）▽
吉

田
誠
（
危
機
管
理
部
総
合
防
災

対
策
室
長
付
副
参
事
・
防
災
力

強
化
担
当
、↓
東
京
消
防
庁
）▽

荻
原
貞
二
（
地
域
の
ち
か
ら
推

進
部
住
区
推
進
課
調
整
担
当
係

長
／
課
長
補
佐
）
▽
臼
倉
憲
二

（
都
市
建
設
部
副
参
事・事
業
調

整
担
当
）▽
大
澤
弘
昌（
会
計
管

理
室
長
）▽
土
屋
亘
弘（
監
査
事

務
局
長
）▽
中
村
明
慶（
福
祉
部

長
）▽
水
口
千
寿（
千
住
保
健
所

長
、↓
中
野
区
）▽
八
尋
崇（
教

育
指
導
部
教
育
指
導
課
長
、
↓

豊
島
区
）

　
東
和
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

（
東
和
３
）
で
４
月
８
日
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
シ
ン
ガ
ー
ズ
に

よ
る
「
午
後
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
４
」
が

開
か
れ
た
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
シ
ン
ガ
ー
ズ

は
、
区
地
域
文
化
課
の
え
ん

チ
ャ
レ
事
業
（
あ
だ
ち
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
支
援
事
業
）
の
登
録

団
体
で
、
東
京
藝
術
大
学
を

卒
業
し
た
22
歳
〜
25
歳
の
1

人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
昨

　
２
年
目
を
迎
え
た
「
第
５

回
千
住
落
語
」が
４
月
７
日
、
旭
町
自
治
会
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。

　
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ

ー
で
４
月
６
日
、
東
京
歌
謡

連
盟（
竹
田
敏
彦
理
事
長
）主

催
の
「
第
３
回
夢
の
祭
典
カ

ラ
オ
ケ
大
会
」が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
会
場
で
能
登
半
島
地

震
の
募
金
を
呼
び
か
け
、
参

加
者
と
観
客
の
協
力
で
８
万

７
３
４
６
円
が
集
ま
っ
た
。

こ
れ
は
復
興
支
援
の
た
め

に
、
足
立
文
化
団
体
連
合
会

を
通
じ
て
日
本
赤
十
字
社
へ

お
く
ら
れ
る
。
各
部
門
の
入

賞
は
以
下
の
通
り
。
カ
ッ
コ

内
は
曲
名
／
所
属
、敬
称
略
。

〈
シ
ニ
ア
部
門
〉
▽
優
勝
＝

安
原
弘
子
（
人
生
流
転
笠
／

彩
美
会
）
▽
準
優
勝
＝
半
場

稔（
月
物
語
／
安
行
歌
謡
会
）

▽
第
三
位
＝
齋
藤
匡
（
愛
終

／
歌
連
）
▽
最
優
秀
歌
唱
賞

＝
西
登
志
夫
（
日
向
恋
し
や

／
カ
チ
ー
ト
倶
楽
部
）
▽
審

査
委
員
長
賞
＝
大
武
富
雄

（
望
郷
新
相
馬
／
春
日
部
）▽

歌
唱
賞
＝
後
藤
シ
ゲ
子
（
愛

を
手
繰
っ
て
／
彩
美
会
）、藤

田
春
子
（
郡
上
八
幡
お
ん
な

町
／
彩
美
会
）
▽
審
査
員
賞

＝
菊
池
千
之
（
踊
子
／
そ
よ

風
）、早
川
ヨ
リ
子
（
父
娘
坂

／
ロ
ー
ズ
会
）、藤
井
清（
六

つ
の
花
／
ロ
ー
ズ
会
）
▽
敢

闘
賞
＝
岡
部
君
子
（
酒
場
情

話
／
漣
）、
倉
床
孝
之（
艶
歌

船
／
カ
チ
ー
ト
倶
楽
部
）、遠

藤
幸
三
（
津
軽
の
灯
／
彩
美

会
）
▽
努
力
賞
＝
小
沢
久
仁

子
（
夏
つ
ば
き
／
埼
玉
西
支

部
）、山
本
京
子
（
愛
の
ま
ま

で
愛
を
眠
ら
せ
て
／
埼
玉
西

支
部
）、杉
山
靖
子
（
女
友
達

／
漣
）、小
川
研
二
（
海
の
匂

い
の
お
母
さ
ん
／
歌
連
）

〈
二
部
部
門
〉
▽
優
勝
＝
山

本
三
恵
子
（
聖
橋
〜
シ
ン
グ

ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
／
漣
）
▽
準

優
勝
＝
山
田
幸
子
（
サ
ク
ラ

ウ
タ
／
歌
連
）
▽
第
三
位
＝

玉
木
栄
美
子
（
北
の
お
ん
な

物
語
／
歌
連
）
▽
最
優
秀
歌

唱
賞
＝
高
木
英
夫
（
名
残
り

花
／
埼
玉
西
支
部
）
▽
審
査

委
員
長
賞
＝
勝
田
明
子
（
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
恋
／
つ
く

し
関
原
）
▽
歌
唱
賞
＝
鈴
木

愛
子
（
悲
恋
歌
／
歌
連
）
▽

審
査
員
賞
＝
金
子
傳
（
男
の

伸
び
や
か
な
歌
声
に
聴
き
入

り
、
一
緒
に
口
ず
さ
む
姿
も

見
ら
れ
た
。

　
５
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

５
月
９
日
㈭
14
時
〜
、
26
日

㈰
15
時
30
分
〜
、
同
セ
ン
タ

ー
で
開
催
す
る
。
入
場
無
料

で
定
員
50
人
、
申
込
み
が
必

要
。
申
込
み
は
☎
０
７
０
‐

２
６
６
２
‐
５
５
６
０
（
広

報
・
岡
庭
）
へ
（
残
席
の
場

合
当
日
受
付
も
可
能
）
。

年
10
月
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
シ
ン
ガ
ー
ズ
と

し
て
区
内
各
所
の
イ
ベ
ン
ト

に
出
演
し
て
お
り
、
同
セ
ン

タ
ー
で
は
２
月
か
ら
毎
月
、

「
午
後
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
。
人
気
が

高
く
毎
回
多
く
の
観
客
が
集

ま
り
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い

が
、
２
月
の
初
コ
ン
サ
ー
ト

は
降
雪
で
観
客
８
人
、
忘
れ

ら
れ
な
い
日
に
な
っ
て
い
る

と
か
。

　
こ
の
日
は
ソ
プ
ラ
ノ
・
山

元
三
奈
、
ソ
プ
ラ
ノ
・
岡
庭

歩
美
、
テ
ノ
ー
ル
・
坂
寄
奏

太
、
ピ
ア
ノ
・
伊
達
広
輝
の

４
人
が
出
演
。
「
早
春
賦
」

（
山
元
）
、「
落
葉
松
」（
坂

寄
）
、
「
荒
城
の
月
」
（
岡

庭
）な
ど
日
本
の
曲
の
ほ
か
、

オ
ペ
ラ
「
ジ
ャ
ン
ニ
ス
キ
ッ

キ
」
「
愛
の
妙
薬
」
の
楽
曲

を
披
露
。
観
客
は
瑞
々
し
く

件
を
、
千
住
の
名
探
偵
が
解

決
し
て
い
く
噺
。
柏
枝
師
匠

は
随
所
に
笑
も
ち
り
ば
め
、

観
客
は
ど
ん
ど
ん
噺
に
引
き

込
ま
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
日

は
、
三
遊
亭
ば
馬
も
「
寿
限

無
」
の
噺
を
披
露
し
た
。

　
千
住
落
語
は
、
回
を
追
う

ご
と
に
内
容
が
充
実
し
て
き

て
い
る
。
主
催
す
る
Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
や
っ
ち
ゃ
は
「
こ
れ
か
ら

も
千
住
落
語
を
皆
さ
ん
に
届

け
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
、
定
着
を
図
る
。

意
地
／
春
日
部
）
▽
敢
闘
賞

＝
江
田
多
津
栄
（
み
だ
れ
髪

／
安
行
歌
謡
会)

、佐
藤
セ
ツ

子（
桜
橋
／
彩
美
会
）▽
努
力

賞
＝
楠
美
る
り
子
（
九
頭
竜

川
／
彩
美
会
）、田
中
い
さ
子

（
童
神
〜
ヤ
マ
ト
グ
チ
／
埼

玉
西
支
部
）〈
一
部
部
門
〉

▽
優
勝
＝
高
橋
ひ
ろ
子
（
美

し
い
昔
／
春
日
部
）
▽
準
優

勝
＝
住
谷
幸
一
（
薄
荷
抄
／

埼
玉
西
支
部
）
▽
第
三
位
＝

鈴
木
良
子
（
兄
さ
恋
唄
／
彩

美
会
）
▽
最
優
秀
歌
唱
賞
＝

中
島
進
（
男
酔
い
／
歌
連
）

▽
審
査
委
員
長
賞
＝
新
井
清

（
惚
れ
た
お
ま
え
と
／
つ
く

し
関
原
）
▽
歌
唱
賞
＝
小
池

知
代（
哀
愁
港
／
つ
く
し
会
）

▽
審
査
員
賞
＝
司
ゆ
う
じ

（
お
や
じ
の
下
駄
／
春
日

部
）、
内
木
正
夫（
心
花
／
つ

く
し
関
原
）
▽
敢
闘
賞
＝
原

田
清
子
（
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
Ｒ
／
埼
玉
西
支
部
）、坪
井

美
枝
子
（
枯
れ
葉
の
街
／
彩

美
会
）
▽
努
力
賞
＝
尾
形
美

知
子
（
空
に
刺
さ
っ
た
三
日

月
／
埼
玉
西
支
部
）、遠
山
倫

子
（
イ
エ
ス
タ
デ
ィ
に
つ
つ

ま
れ
て
／
春
日
部
）、横
山
哲

夫（
山
が
動
く
／
つ
く
し
会
）

　
３
月
31
日
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
第
１
レ
ク
ホ
ー
ル
で
ト

ー
ク
と
民
謡
の
実
演
「
田
と

唄
」
（
主
催
・
東
京
古
謡
の

会
）
が
行
わ
れ
た
。

　
第
１
部
で
は
、
区
内
唯
一

の
稲
作
農
家
で
あ
る
小
宮
英

之
さ
ん（
39
）を
ゲ
ス
ト
に
、

　
◆
４
月
５
日
号
掲
載
の

「
炎
天
寺
は
い
く
想
像
力
ク

イ
ズ
」
の
答
え
は
②
『
タ
ン

ポ
ポ
』
で
し
た
。

　
毎
回
千
住
を
舞
台

に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

落
語
を
春
風
亭
柏
枝

師
匠
が
演
じ
る
。
今

回
は
〈
サ
ス
ペ
ン

ス
〉
。
江
戸
時
代
の

食
文
化
史
上
で
も
有

名
な「
千
住
酒
合
戦
」

に
か
ら
め
た
誘
拐
事

同
会
の
小
野
和
哉
さ
ん
と
昔

と
今
の
稲
作
農
業
の
変
遷
に

つ
い
て
、
映
像
を
交
え
て
ト

ー
ク
を
繰
り
広
げ
た
。

　
第
２
部
で
は
、
小
野
さ
ん

を
は
じ
め
、
歌
手
の
宇
宙
軒

明
星
さ
ん
、
民
謡
ガ
ー
ル
ズ

バ
ン
ド
の
小
池
梨
沙
さ
ん
、

民
謡
研
究
者
の
亀
ヶ
谷
行
雄

さ
ん
、
区
内
農
家
の
孫
の
鈴

木
雄
平
さ
ん
が
、
昔
の
音
源

を
頼
り
に「
十
よ
七
」や「
お

仙
ソ
レ
ソ
レ
」
な
ど
の
「
田

植
え
唄
」
を
実
演
。
参
加
者

は
耳
を
傾
け
、
昔
の
田
植
え

の
風
景
に
思
い
を
馳
せ
た
。

　①
「
キ
リ
ン
生
茶
」
「
キ

リ
ン
生
茶
ほ
う
じ
煎
茶
」
が

４
月
９
日
㈫
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

！
「
キ
リ
ン
生
茶
」
１
箱

（
24
本
入
り
）
を
５
人
に

生
茶
葉
の
あ
ま
み
、
香
り
を

生
か
し
た
本
格
緑
茶
と
し
て

幅
広
い
世
代
に
愛
飲
さ
れ
て

い
る
「
キ
リ
ン
生
茶
」
。
今

回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

新
技
術「
凍
結
あ
ま
み
製
法
」

を
採
用
し
、
新
茶
の
よ
う
な

あ
ま
み
が
際
立
つ
お
い
し
さ

に
。
「
ほ
う
じ
煎
茶
」
は
棒

茶
の
配
合
量
を
増
や
し
、
よ

り
ふ
く
よ
か
な
味
わ
い
に
進

化
し
た
。
外
観
も
雫
モ
チ
ー

フ
の
入
っ
た
爽
や
か
な
白
の

ラ
ベ
ル
で
す
っ
き
り
と
し
た

印
象
に
な
っ
て
い
る
。

【
詳
細
】
「
キ
リ
ン
生
茶
」

「
キ
リ
ン
生
茶
ほ
う
じ
煎
茶
」

＝
５
２
５
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
税
抜
希
望
小
売
価
格
１

６
０
円
。
４
月
９
日
㈫
〜
全

国
で
販
売
。
問
合
☎
０
１
２

０
・
５
９
５
９
５
５
（
キ
リ

ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
お
客
様
相
談

室
）

②
ひ
と
り
文
芸
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル「
紫
式
部
―
雲
隠
れ
―
」

Ｂ
席
鑑
賞
券
を
３
組
６
人
に

　
本
作
は
原
案
・
島
崎
藤
村

〝
夏
草
よ
り「
天
の
河
」〞、

原
作
は
稲
坂
良
比
呂
「
さ
さ

め
ご
と
源
氏
物
語
―
紫
式
部

雲
隠
れ
―
」
で
、
紫
仙
女
を

源
川
瑠
々
子
が
演
じ
る
。
藤

原
為
時
役
に
は
観
世
流
シ
テ

方
の
山
階
彌
右
衛
門
が
特
別

出
演
。
ま
た
、
稲
坂
良
比
呂

（
香
の
伝
道
師
、劇
作
家
）、

倉
持
長
子
（
文
学
博
士
、
国

士
館
大
文
学
部
専
任
講
師
）

に
よ
る
特
別
講
座
も
。
▽
５

月
29
日
㈬
13
時
30
分
開
演

（
30
分
前
開
場
）
、
観
世
能

楽
堂
（
中
央
区
銀
座
６
―
10

―
１
、
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｘ

地
下
３
階
）
。
全
席
指
定
、

SS
１
２
０
０
０
円
、
Ｓ
９
０

０
０
円
、
Ａ
７
０
０
０
円
、

Ｂ
５
０
０
０
円
（
税
込
）
。

チ
ケ
ッ
ト
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
、
Ｆ
Ｃ
事
務
局
な
ど
で
好

評
販
売
中
。
申
込
・
問
合
☎

５
８
２
２
・
０
３
１
８
（
Ｆ

Ｃ
事
務
局
）
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
ト
＝

http://shoshin-kai.
com/stage-murasaki.
html

【
応
募
】は
が
き
に
〒
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と

希
望
番
号
を
明
記
し
て
、
〒

121
‐
０
８
３
１
足
立
区
舎
人

２
‐
２
‐
26
足
立
よ
み
う
り

新
聞「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」係
へ
。

４
月
26
日
㈮
到
着
分
ま
で
。

柏
枝
が
サ
ス
ペ
ン
ス
熱
演

午
後
に
ク
ラ
シ
ッ
ク

ミ
レ
ニ
ア
ム
シ
ン
ガ
ー
ズ

夢
の
祭
典
カ
ラ
オ
ケ
大
会

能
登
半
島
地
震
の
募
金
も

ここに一言が入ります。

足
あ だ ち
立 太

た
郎
ろう

足
あ だ ち
立 花

はな
子
こ

20･12･15
舎人２丁目

（
見
本
）写
真
サ
イ
ズ
縦
24
㍉
×
横
32
㍉

こ
ど
も
の
日
特
集（
５
月
１
日
号
掲
載
）

「
わ
が
や
の
天
使
」写
真
募
集

４
月
22
日
㈪
ま
で

　
足
立
よ
み
う
り
新
聞
で

は
、
ご
愛
読
者
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
毎
年
恒
例
の
「
わ
が
や

の
天
使
」
特
集
を
、
５
月
１

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
掲
載
料
は
無
料
。
応
募
資

格
は
、
小
学
校
新
１
年
生
ま

で
。
兄
弟
姉
妹
で
の
応
募

は
、
で
き
る
だ
け
１
枚
で
お

願
い
し
ま
す
。
応
募
写
真
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

の
ご
応
募
も
大
歓
迎
で
す
。

お
孫
さ
ん
の
写
真
を
ぜ
ひ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】
①
Ｌ
判
の

プ
リ
ン
ト
写
真
１
枚
と
下
記

応
募
用
紙
を
写
真
の
裏
に
貼

付
す
る
か
、
別
紙
に
子
ど
も

の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
生

年
月
日（
西
暦
）

・
住
所
・
電
話

番
号
・
12
文
字

以
内
の
「
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
書
き
添
え
て

封
書
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　
②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

メ
ー
ル
で
の
応
募
も
で
き
ま

す
。
以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
開
い
た
ペ
ー

ジ
の
一
番
上
に
あ
る
「⇒

メ

ー
ル
作
成
面
は
こ
ち
ら
か

ら
」
を
タ
ッ
プ
し
て
く
だ
さ

い
。
メ
ー
ル
が
立
ち
上
が

り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
写

真
を
添
付
し
て
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
は
、

hensyu@ayomi.co.jp

へ
メ
ー
ル
に
写
真
を
添
付
し

て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
メ
ー
ル
は

全
て
、
新
聞
発
行
後
削
除
し

ま
す
。

　
※
住
所
の
掲
載
は
、
丁
目

ま
で
と
し
ま
す
。
ま
た
、
ご

応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
、
本
企
画
関
連
以
外
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

【
郵
送
先
】
〒
１
２
１
・

０
８
３
１
　
足
立
区
舎
人
２

‐
２
‐
26
「
足
立
よ
み
う
り

新
聞
天
使
係
」
。

【
応
募
締
切
】
２
０
２
４

年
４
月
22
日
㈪
必
着
（
受

信
）
分
ま
で
。

応募用
二次元コード

わがやの天使応募用紙
フリガナ

名　前

生年月日
（西暦）

住　　所

応募者氏名

電話番号

（一言）※12字程度

※写真の裏にお貼りください。

日生年 月

(060419)

締
切
迫
る
!

て
し
ま
い
ま
す
。
Ａ
Ｍ
Ｈ

検
査
で
卵
巣
年
齢
が
分
か

っ
て
も
、
卵
子
の
質
ま
で

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
目
覚
め
か
ら
排
卵
ま
で

の
約
１
８
０
日
間
、
卵
巣

の
中
で
成
長
す
る
卵
子
に

と
っ
て
、
卵
巣
環
境
は
す

っ
ご
く
大
事
！
元
気
に
成

長
す
る
た
め
に
血
流
や
栄

養
、
ホ
ル
モ
ン
の
状
態
を

整
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

妊
活
漢
方
で
で
き
る
こ
と

　
卵
巣
は
、
お
母
さ
ん

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
原
始
卵
胞
が
保
管
さ

れ
、
そ
こ
で
目
覚
め
た

卵
子
が
成
長
し
て
排
卵

す
る
場
所
で
あ

り
、
ホ
ル
モ
ン
が

分
泌
さ
れ
る
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。

　
原
始
卵
胞
は
卵

巣
の
中
で
ラ
ン
ダ

ム
に
次
々
と
目
を

覚
ま
し
発
育
を
始
め
、

排
卵
に
備
え
ま
す
。
胎

生
20
週
の
頃
に
保
管
さ

れ
た
約
７
０
０
万
個
の

原
始
卵
胞
は
初
潮
を
迎

え
る
頃
に
20
〜
30
万

個
、
閉
経
の
頃
に
は
ゼ

ロ
に
近
づ
く
ま
で
減
っ

は
、
卵
巣
に
き
れ
い
で

栄
養
の
あ
る
血
を
増
や

し
て
、
み
ず
み
ず
し
く

巡
ら
せ
る
こ
と
。
卵
巣

の
血
流
を
改
善
す
る
こ

と
。
卵
巣
や
子
宮
、
ホ

ル
モ
ン
の
働
き
を
補
っ

て
、
妊
娠
力
を

上
げ
る
こ
と
。

　
良
い
卵
巣
環

境
は
卵
子
の
成

長
を
助
け
、
妊

娠
力
を
あ
げ
て

く
れ
る
の
で

す
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
飯
島
仁
生
堂
薬
局
本
店

足
立
区
千
住

１
―
29
―
２

☎
３
８
８
１
・
２
２
７
３

http://www.jinseido.co.jp Twitter

＜第１１５話＞

妊
娠
し
や
す
い
身
体
作
り
〜
卵
巣
環
境
〜

次
号
は
５
月
１
日（
水
）発
行

○「
わ
が
や
の
天
使
」
を
掲
載

Twitter

◆日々の情報は

で
き
る
事
数
え
て
喜
寿
の
春
に
居
り
　
松
永
　
京
子

【
評
】
作
者
の
松
永
さ
ん
の
こ
の
欄
へ
の
投
稿
歴
は

永
い
。毎
月
欠
か
さ
ず
佳
句
を
拝
見
さ
せ
て
頂
い
た
。

生
活
の
中
に
四
季
の
俳
句
を
詠
ん
で
自
祝
の
春
を
一

句
に
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
俳
句
を
見
せ
て

く
だ
さ
い
。

早
咲
き
の
躑
躅
祭
の
根
津
神
社
　
　
　
鵜
澤
日
出
雄

あ
の
山
の
雲
を
飛
ば
し
て
鯉
の
ぼ
り
　
竹
内
　
祥
子

公
園
の
真
白
き
光
雪
柳
　
　
　
　
　
　
田
地
野
貞
子

仁
和
寺
の
迷
路
の
よ
う
な
花
見
か
な
　
網
中
　
節
子

蕗
の
薹
朝
日
い
っ
ぱ
い
庭
の
隅
　
　
　
大
羽
ミ
ツ
エ

春
光
や
ス
プ
ー
ン
二
本
パ
フ
ェ
の
味
　
香
焼
美
矢
子

同
じ
席
い
つ
も
の
モ
カ
と
夏
近
し
　
　
太
田
　
君
江

ケ
ー
ス
雛
ま
た
来
年
と
包
ま
れ
る
　
　
島
田
サ
チ
子

咲
く
ま
で
は
ち
や
ほ
や
さ
れ
て
桜
か
な
佐
藤
　
天
真

菩
提
寺
の
梅
の
実
小
さ
し
夕
日
浴
ぶ
　
小
林
　
玲
子

寺
の
池
花
び
ら
を
鯉
吸
い
て
吐
き
　
　
中
津
野
洋
一

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
四
方
の
山
笑
ふ
　
小
嶋
テ
ル
子

公
園
の
隣
の
家
の
巣
箱
か
な
　
　
　
　
木
幡
　
忠
文

提
灯
の
灯
点
し
頃
や
宵
桜
　
　
　
　
　
岡
崎
　
良
一

あ
ち
こ
ち
で
見
て
ど
の
花
も
初
桜
　
　選
　者
　吟

　
【
応
募
要
項
】
　
は
が
き
に
当
季
雑
詠
２
句
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
☎
を
明
記
し
、
〒
121
‐
０
８
３
１
足
立
区

舎
人
２
‐
２
‐
26
　
足
立
よ
み
う
り「
俳
壇
」係
へ
。
一
人

一
通
。
締
切
は
５
月
７
日
㈫
到
着
分
。
初
心
者
歓
迎
。

青
山

　丈

　選

栞
同
人

壇壇
俳俳

　
二
次
相
続
と
は
子
ど
も
た

ち
だ
け
の
２
度
目
の
相
続
の

こ
と
。
残
さ
れ
た
配
偶
者
を

守
る
た
め
に
、
手
厚
い
軽
減

措
置
が
用
意
さ
れ
て
い
る
一

次
相
続
の
時
点
で
適
切
な
対

策
を
し
て
お
か
な
い
と
、
法

定
相
続
人
が
減
り
、
基
礎
控

除
額
が
少
な
い
子
ど
も
た
ち

だ
け
の
二
次
相
続
で
、
多
額

の
税
金
を
払
う
ケ
ー
ス
も
あ

る
そ
う
で
す
。
相
続
税
総
額

を
賢
く
節
税
す
る
に
は
、
一

次
相
続
だ
け
で
は
な
く
二
次

相
続
も
含
め
て
対
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま

す
。
ま
た
、
夫
に
先
立
た
れ

た
女
性
が
相
談
す
る
ケ
ー
ス

も
年
々
増
加
傾
向
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
相

続
対
策
や
申
告
は
ど
う
し
て

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
。

　
そ
こ
で
、
「
ラ
イ
ダ
ー
ス

・
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
」
で
は
、

４
月
20
日
㈯
に
「
二
次
相
続

対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
同
社
が

運
営
す
る
「
環
七
・
加
平
ハ

ウ
ジ
ン
グ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
加

平
１
の
４
の
８
）
」
で
開
催

し
ま
す
。
時
間
は
午
前
の
部

10
時
00
分
か
ら
12
時
00
分
、

午
後
の
部
13
時
30
分
〜
15
時

30
分
（
希
望
の
部
を
伝
え
て

申
し
込
み
を
）
。
完
全
予
約

制
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
税
理

士
・
櫻
井
清
美
さ
ん
が
、
一

次
相
続
時
に
や
っ
て
お
く
べ

き
二
次
相
続
を
見
据
え
た
相

続
対
策
、
一
次
相
続
後
の
二

次
相
続
を
想
定
し
た
対
策
の

ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
。
ま
た
、
最
新
の
税
制

動
向
の
情
報
も
聞
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
気

軽
に
参
加
を
。
申
し
込
み
は

０
１
２
０
・
６
６
１
・
３

３
９
（
わ
か
ば
企
画
セ
ミ
ナ

ー
事
務
局
・
10
時
か
ら
17
時

・
無
休
）
ま
で
。

明日4月20日㈯ 参加無料・要予約

女性税理士に学ぶ
「二次相続対策セミナー」開催


